
Ⅳ． クラブ定款・ クラブ細則
（ 2022年 ７月 １日　 改訂） （ 2020年 4 月 ６日　 改訂）



広島東南ロータ リ ーク ラ ブ定款（ 国際ロータ リ ー標準定款）

第 １条　 定義

１． 理事会： 本ク ラ ブの理事会

２． 細則： 本ク ラ ブの細則

3 ． 理事： 本ク ラ ブ理事会の理事

４． 会員： 名誉会員以外の本ク ラ ブ会員

5 ． RI： 国際ロータ リ ー

6 ． 衛星ク ラ ブ　 潜在的ク ラ ブ。 その会員はいずれかのク ラ ブの会員でも ある

7 ． 書面： 文書化が可能なコ ミ ュ ニケーショ ン。 通信手段は問わない。

8 ． 年度： 7 月 １日に始まる１２カ 月間

第 2 条　 名称

本会は、 広島東南ロータ リ ーク ラ ブと する。（ 国際ロータ リ ー加盟会員）

第 ３条　 ク ラ ブの目的

本ク ラ ブの目的は、 次の通り である。

⒜「 ロータ リ ーの目的」 の達成を目指すこ と

⒝ 五大奉仕部門に基づいて成果あふれる奉仕プロジェ ク ト を実施するこ と

⒞ 会員増強を通じ てロータ リ ーの発展に寄与するこ と

⒟ ロータ リ ー財団を支援するこ と

⒠ ク ラ ブレベルを超えたリ ーダーを育成するこ と

第 ４条　 ク ラ ブの所在地域

本ク ラ ブの所在地域は、 次の通り である：

広島市内の内、 本安川以東－南大橋から 紙屋町交差点に向け南北に走る道路、 紙屋町－猿猴橋間の電車通以南

－猿候川以西

第 5 条　 目的

ロータ リ ーの目的は、 意義ある事業の基礎と し て奉仕の理念を奨励し 、 こ れを育むこ と にある。 具体的には、

次の各項を奨励するこ と にある：

第 １  知り 合いを広めるこ と によっ て奉仕の機会と するこ と ；

第 ２  職業上の高い倫理基準を保ち、 役立つ仕事はすべて価値あるも のと 認識し 、 社会に奉仕する機会と し て

ロータ リ アン各自の職業を高潔なも のにするこ と ；

第 3  ロータ リ アン一人一人が、 個人と し て、 また事業および社会生活において、 日々、 奉仕の理念を実践す

るこ と ；

第 ４  奉仕の理念で結ばれた職業人が、 世界的ネッ ト ワーク を通じ て、 国際理解、 親善、 平和を推進するこ と 。

第 ６条　 五大奉仕部門

ロータ リ ーの五大奉仕部門は、 本ロータ リ ーク ラ ブの活動の哲学的および実際的な規準である。

１． 奉仕の第一部門であるク ラ ブ奉仕は、 本ク ラ ブの機能を充実さ せるために、 ク ラ ブ内で会員が取るべき 行
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動に関わるも のである。

２． 奉仕の第二部門である職業奉仕は、 事業および専門職務の道徳的水準を高め、 品位ある業務はすべて尊重

さ れるべき であると いう 認識を深め、 あら ゆる職業に携わる中で奉仕の理念を実践し ていく と いう 目的を

持つも のである。 会員の役割には、 ロータ リ ーの理念に従っ て自分自身を律し 、 事業を行う こ と 、 そし て

自己の職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立てるために、 ク ラ ブが開発し たプロジェ ク ト に応えるこ

と が含まれる。

3 ． 奉仕の第三部門である社会奉仕は、 地域社会における積極的平和を目指すこ と により 、 ク ラ ブの所在地域

または行政区域内に居住する人々の生活の質を高めるために、 時には他と 協力し ながら 、 会員が行う さ ま

ざまな取り 組みから 成るも のである。

４． 奉仕の第四部門である国際奉仕は、 書物などを読むこ と や通信を通じ て、 さ ら には、 他国の人々を助ける

こ と を目的と し たク ラ ブのあら ゆる活動やプロジェ ク ト に協力するこ と を通じ て、 他国の人々と その文化

や慣習、 功績、 願い、 問題に対する認識を培う こ と によっ て、 国際理解、 親善、 積極的平和を推進するた

めに、 会員が行う 活動から 成るも のである。

5 ． 奉仕の第五部門である青少年奉仕は、 指導力養成活動、 社会奉仕プロジェ ク ト および国際奉仕プロジェ ク

ト への参加、 積極的世界平和と 異文化の理解を深め育む交換プログラ ムを通じ て、 青少年なら びに若者に

よっ て、 好まし い変化がも たら さ れるこ と を認識するも のである。

第 ７条　 会合

第１ 節―例会。

⒜ 日および時間。 本ク ラ ブは、 細則に定めら れた日および時間に、 定期の週の会合を開く も のと する。

⒝ 会合の方法。 例会は、 直接顔を 合わせるか、 電話で、 オンラ イ ンで、 またはオンラ イ ンの参加型の活動を

通じ て開催するこ と ができ る。 参加型の会合は、 参加型の活動が掲載さ れる日に開かれると みなさ れるも

のと する。

⒞ 会合の変更。 正当な理由がある場合、 理事会は、 例会を、 前回から 次回の例会の間のいずれかの日、 定例

日の他の時間、 または他の場所に変更するこ と ができ る。

⒟ 取消。 例会日が以下にあたる場合、 理事会は、 例会を取り やめるこ と ができ る。

　 ⑴ 祝日にあたる場合、 またはその週に祝日が含まれる場合

　 ⑵ 会員の葬儀の場合

　 ⑶ 全地域社会にわたる流行病も し く は災害が発生し た場合、 または

　 ⑷ 地域社会での武力紛争がある場合

　 理事会は、 こ こ に列記さ れていない理由であっ ても 、 １年に ４回まで例会を取り やめるこ と ができるが、 3

回を超えて続けて例会を取り やめてはなら ない。

⒠ 衛星ク ラ ブの例会（ 該当する場合） 細則により 定めら れている場合、 衛星ク ラ ブは、 会員により 定めら れ

た場所と 日時において、 毎週 １回、 定期の会合を 開く も のと する。 例会の日、 時間、 場所は、 本条第 １節

⒞と 同様の方法で変更でき る。 衛星ク ラ ブの各会合は、 本条第 １節⒟の理由によっ て取り やめるこ と がで

きる。 投票手続は細則の規定通り である。

⒡ 例外。 細則には、 本節に従わない規定を含めるこ と ができ る。 ただし 、 ク ラ ブは少なく と も 月に ２回、 例

会を行わなければなら ない。

第 2 節―年次総会。

⒜ 役員を 選挙するため、 現年度の収入と 支出を 含む中間報告および前年度の財務報告を 発表するための年次

総会は、 細則の定めると こ ろに従い、 毎年１２月3１日までに開催さ れるも のと する。
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⒝ 衛星ク ラ ブは、 衛星ク ラ ブのための役員を選挙するため、 １２月3１日の前に年次総会を開催するも のと する。

第 3 節―理事会の会合。 　 理事会のすべての会合後30日以内に、 書面による議事録を 全会員が入手でき るよ

う にすべきである。

第 ８条　 会員身分

第 １節―全般的資格条件。 　 本ク ラ ブは、善良さ 、高潔さ 、リ ーダーシッ プを身をも っ て示し 、事業、専門職務、

および／または地域社会でよい評判を受けており 、 地域社会および／または世界において奉仕する意欲のあ

る成人によっ て構成さ れるも のと する。

第 2 節―種類。 　 本ク ラ ブの会員の種類は正会員および名誉会員の ２種類と する。 本条第 7 節に従っ て、 ク

ラ ブは他の会員の種類を設けるこ と ができる。こ れら の会員は正会員または名誉会員と し てRIに報告さ れる。

第 3 節―正会員。 　 RI定款第 ４条第 ２節⒜の資格条件を有する者は、 ク ラ ブの正会員に選ぶこ と ができる。

第 4 節―衛星ク ラ ブの会員。 　 本ク ラ ブの衛星ク ラ ブの会員はいずれかのク ラ ブの会員でも あり 、 こ れは衛

星ク ラ ブがロータ リ ーク ラ ブと し てRIから 加盟が認めら れるまで続く 。

第 5 節―二重会員の禁止。 　 いかなる会員も 、 同時に、

⒜ 本ク ラ ブと 、 いずれかのク ラ ブの衛星ク ラ ブ以外の別のク ラ ブに所属するこ と はできない、 または

⒝ 本ク ラ ブにおいて、 名誉会員になるこ と はできない。

第 6 節―名誉会員。 　 本ク ラ ブは、 理事会が決定し た存続期間で名誉会員を 選ぶこ と ができ る。 名誉会員は

以下の資格を満たすも のと する。

⒜ 会費の納入を免除さ れる

⒝ 投票権を持たない

⒞ ク ラ ブのいかなる役職にも 就かないも のと する。

⒟ 職業分類を持たないも のと する。

⒠ 本ク ラ ブのあら ゆる会合に出席するこ と ができ、その他ク ラ ブのあら ゆる特典を享受するこ と ができ るが、

他のク ラ ブにおいてはいかなる権利または特典も 持たないも のと する。 ただし 、 ロータ リ アンの来賓と し

てではなく 訪問するこ と はできる。

第 ７節―例外。 　 細則には、 第 8 条第 ２節および第 ４～ 6 節に従わない規定を含めるこ と ができ る。

第 ９条　 ク ラ ブの会員構成

第 １節―一般規定。 　 各会員は、その事業、専門職務、職業、または社会奉仕に従っ て分類さ れるも のと する。

職業分類は会員の会社、 企業、 団体の主要かつ一般世間が認めている事業活動を示すも のか、 本人の主要か

つまた一般世間が認めている事業または専門職務を示すも のか、 本人の社会奉仕活動の種類を示すも のと す

る。 理事会は、会員が役職、専門職務、または職業を変更する場合、会員の職業分類を修正するこ と ができ る。

第 2 節―多様なク ラ ブ会員基盤。 　 本ク ラ ブの会員基盤は、 年齢、 性別、 および民族的多様性を 含め、 地域

社会の事業、 専門職務、 職業、 および市民組織の多様性を表すも のであるべき である。

第１0条　 出席

第 １節―一般規定。　 各会員は本ク ラ ブの例会、あるいは衛星ク ラ ブの例会に出席し 、本ク ラ ブの奉仕プロジェ

ク ト 、行事、およびその他の活動に参加するべき である。 会員が、ある例会に出席し たも のと みなさ れるには、

⒜ その例会時間の少なく と も 60パーセント に直接、 電話で、 またはオンラ イ ンで出席する

⒝ 会合出席中に不意にその場を 去ら なければなら なく なり、 その後退席が妥当であると 示す十分な理由を ク

ラ ブ理事会に提示する
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⒞ ク ラ ブのウェ ブサイ ト に例会が掲載さ れてから １週間以内に定例のオンラ イ ンの会合または参加型活動に

参加する、 または

⒟ 次のよう な方法で同じ 年度に欠席をメ ーク アッ プする：

　 ⑴ 他のロータ リ ーク ラ ブ、 仮ク ラ ブ、 または他のロータ リ ーク ラ ブの衛星ク ラ ブのいずれかの例会の少な

く と も 60パーセント に出席するこ と 。

　 ⑵ 他ク ラ ブまたは他ク ラ ブの衛星ク ラ ブの例会に出席の目的を も っ て定刻に会場に赴いたと き、 当該ク ラ

ブが、 定例の時間または場所において例会を開いていなかっ た場合。

　 ⑶ 理事会承認のク ラ ブの奉仕プロジェ ク ト またはク ラ ブが提唱し た地域社会の行事や会合に出席するこ と 。

　 ⑷ 理事会の会合、 または理事会が承認し た場合、 選任さ れた奉仕委員会の会合に出席するこ と 。

　 ⑸ ク ラ ブのウェ ブサイ ト を通じ て、 オンラ イ ンの会合または参加型活動に参加するこ と 。

　 ⑹ ロータ ーアク ト ク ラ ブ、 イ ンタ ーアク ト ク ラ ブ、 ロータ リ ー地域社会共同隊、 ロータ リ ー親睦活動、 あ

るいは仮ロータ ーアク ト ク ラ ブ、 仮イ ンタ ーアク ト ク ラ ブ、 仮ロータ リ ー地域社会共同隊、 仮ロータ リ ー

親睦活動の例会に出席するこ と 。 または

　 ⑺ RI国際大会、 規定審議会、 国際協議会、 ロータ リ ー研究会、 RI理事会またはRI会長の承認を得て招集さ

れた会合、 合同ゾーン大会、 RI委員会会合、 地区大会、 地区研修・ 協議会、 RI理事会の指示の下に開催

さ れた地区会合、 ガバナーの指示の下に開催さ れた地区委員会、 または正式に公表さ れたク ラ ブの都市

連合会に出席するこ と 。

第 2 節―遠方での勤務中の長期の欠席。 　 会員が長期にわたっ て遠方で業務に従事し ている場合、 会員の所

属ク ラ ブと 転勤先の指定ク ラ ブが合意し ていれば、 会員は、 転勤先における指定ク ラ ブの例会への出席が所

属ク ラ ブの出席の代わり と なる。

第 3 節―その他のロータ リ ー活動による欠席。 　 欠席のメ ーク アッ プが必要と さ れないのは、会合のと きに、

会員が

⒜ 第⑴ ⒟ ⑺ 節に挙げた会合の一つに出席するため、 適切な直行日程による往復の途次にある場合。

⒝ 役員またはRI委員会の委員、 T RF管理委員と し て、 ロータ リ ーの職務に携わっ ている場合。

⒞ ガバナーの特別代表と し て、 新ク ラ ブ結成中、 ロータ リ ーの職務に携わっ ている場合。

⒟ RIに雇用さ れている者が、 ロータ リ ーの職務に携わっ ている場合。

⒠ メ ーク アッ プするこ と ができ ないよう な僻遠の地で、 地区、 RI、 またはT RFの提唱する奉仕プロジェ ク ト

に直接かつ積極的に従事し ている場合。 または

⒡ 理事会が正当に承認し たロータ リ ー職務に従事し ていて、 例会に出席できない場合。

第 4 節―R I役員の欠席。 　 会員が現役のRI役員または現役のRI役員の配偶者／パート ナーである場合、 出席

規定の適用は免除さ れるも のと する。

第 5 節―出席規定の免除。 　 次のよう な場合、 出席規定の適用は免除さ れるも のと する。

⒜ 理事会は、 正当かつ十分な理由、 条件、 および状況によるも のを 承認する。 こ のよう な出席規定の適用の

免除は、 最長１２カ 月間までと する。 ただし 、 健康上の理由、 子ども の誕生または養子縁組の後、 または里

親期間中に欠席と なる場合は、 理事会が当初の１２カ 月を超えて延長するこ と ができ る。

⒝ 一つまたは複数のロータ リ ーク ラ ブのロータ リ ー歴と 会員の年齢の合計が85年以上であり 、 少なく と も ２0

年のロータ リ アン歴があり 、 出席規定の適用を免除さ れたい希望を、 書面をも っ て、 ク ラ ブ幹事に通告し 、

こ れら の要件が満たさ れているかのみが考慮に入れら れた場合。

第 6 節―出席の記録。　 本条第 5 節⒜の下に出席規定の適用を免除さ れた会員がク ラ ブ例会を欠席し た場合、

その会員と 会員の欠席は、 出席記録に含まれないも のと する。 本条第 ４節または第 5 節⒝の下に出席規定の

適用を免除さ れた会員がク ラ ブ例会に出席し た場合、 その会員と 会員の出席は、 本ク ラ ブの出席率の算出に
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使う 会員数と 出席者数に含まれるも のと する。

第 ７節―例外。 　 細則は、 第１0条に従わない規定を含めるこ と ができ る。

第１１条　 理事および役員およ び委員会

第 １節―管理主体。 　 本ク ラ ブの管理主体は、 細則に規定さ れる理事会である。

第 2 節―権限。 　 理事会は全役員および全委員会に対し て総括的管理権を 持ち、 正当な理由がある場合は、

そのいずれをも 罷免するこ と ができ る。

第 3 節―理事会による最終決定。 　 ク ラ ブのあら ゆる事項に関し て、理事会の決定は最終的なも のであっ て、

ク ラ ブに対し て提訴する以外にはこ れを覆す余地はない。 し かし ながら 、 理事会が会員身分の終結の決定を

し た場合、 会員は第１3条第 6 節の規定に従っ て、 ク ラ ブに提訴するか、 調停または仲裁に訴えるこ と ができ

る。 理事会の決定を覆すための提訴は、 理事会が指定し た例会において、 定足数の出席を得て、 その出席会

員の 3 分の ２の投票を必要と する。 そし て、 当該例会の少なく と も 5 日前に、 幹事が当該提訴の予告を各会

員に対し て与えていなければなら ない。 提訴に対するク ラ ブの決定が最終決定である。

第 4 節―役員。 　 ク ラ ブの役員は、 会長、 直前会長、 会長エレ ク ト 、 幹事、 会計と し 、 １名または数名の副

会長も 役員に含めるこ と ができ、 こ れら 全員を理事会メ ンバーと する。 また、 会場監督も ク ラ ブ役員である

が、 細則が定める場合、 理事会のメ ンバーと するこ と ができる。 各役員と 理事は、 本ク ラ ブの瑕疵なき会員

であるも のと する。 ク ラ ブ役員は定期的に衛星ク ラ ブの例会に出席するも のと する。

第 5 節―役員の選挙。

⒜ 会長を除く 役員の任期。 各役員はク ラ ブ細則の定めると こ ろ に従っ て選挙さ れるも のと する。 会長を除き 、

各役員は選挙さ れた直後の 7 月 １日に就任し 、 選挙さ れた任期中または後任者が選挙さ れかつ適格と なる

まで在任する。

⒝ 会長の任期。 会長ノ ミ ニーは、 細則の定めると こ ろ に従っ て、 会長と し て就任する日の直前１8カ 月以上 ２

年以内に選挙さ れるも のと する。 会長ノ ミ ニーは、 会長と し て就任する前の年度の 7 月 １日に、 会長エレ

ク ト になる。 会長は、 7 月 １日に就任し 、 １年間、 その職務に当たる。 後任者が選挙さ れない場合、 現会

長の任期は最長 １年間延長さ れる。

⒞ 会長の資格要件。 ク ラ ブ会長の候補者は、 ガバナーが １年未満であっ ても こ の要件を満たし ていると 判断

し ない限り 、 指名に先立つ少なく と も １年間、 本ク ラ ブの会員でなければなら ない。 会長エレ ク ト は、 ガ

バナーエレ ク ト から 特に免除さ れない限り、 会長エレ ク ト 研修セミ ナーと 地区研修・ 協議会に出席するも

のと する。 免除さ れた場合は、会長エレク ト がク ラ ブから 代理の者を派遣するも のと する。 会長エレク ト が、

ガバナーエレク ト から の免除を受けずに、会長エレク ト 研修セミ ナーおよび研修・ 協議会に出席し ない場合、

あるいは、 免除さ れても ク ラ ブの代理を こ れら の会合に派遣し なかっ た場合、 かかる会長エレ ク ト はク ラ

ブ会長に就任し ないも のと する。 その場合、 会長エレ ク ト 研修セミ ナーおよび研修・ 協議会、 も し く はガ

バナーエレ ク ト が十分であると みなし た研修に出席し た後任者が選挙さ れるまで、 現会長が継続し てク ラ

ブ会長を務めるも のと する。

第 6 節―本ク ラ ブの衛星ク ラ ブの組織運営。

⒜ 衛星ク ラ ブの監督。 本ク ラ ブは、 理事会が適切と みなす一般的な監督と 支援を、 衛星ク ラ ブに提供するも

のと する。

⒝ 衛星ク ラ ブの理事会。 日々の運営のため、 衛星ク ラ ブの理事会を 毎年選出するも のと する。 こ の理事会は

会員から 選ばれ、 細則の定めると こ ろ に従っ て、 衛星ク ラ ブの役員および ４～ 6 名のその他の会員により

構成さ れる。 衛星ク ラ ブの最高役員は議長（ chair） であり 、 その他の役員は、 直前議長、 議長エレク ト 、

幹事、 会計と する。 衛星ク ラ ブ理事会は、 本ク ラ ブの指導の下、 ロータ リ ーの規定、 要件、 方針、 目標、
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目的に従っ て、 衛星ク ラ ブの日々の運営と ク ラ ブ活動の管理を 担う も のと する。 本ク ラ ブ内または本ク ラ

ブに対し て、 いかなる権限も 持たない。

⒞ 衛星ク ラ ブの報告手続。 衛星ク ラ ブは、 毎年、 ク ラ ブ会員と 、 ク ラ ブの活動およびプログラ ムに関する報

告書を、 本ク ラ ブの会長と 理事会に提出するも のと する。 こ の報告書には、 財務諸表と 監査または審査済

みの会計報告を 添付するも のと し 、 こ れら は、 本ク ラ ブの年次総会に向けた報告書に含まれる。 また、 本

ク ラ ブから の要請に応じ て、 その他の報告書を随時提出する。

第 ７節―委員会。 　 本ク ラ ブは次の委員会を有すべきである。

⒜ ク ラ ブ管理運営

⒝ 会員増強

⒞ 公共イ メ ージ

⒟ ロータ リ ー財団、 および

⒠ 奉仕プロジェ ク ト

理事会または会長は、 必要に応じ て追加の委員会を任命できる。

第１2条　 会費

すべての会員は、 細則の定める年会費を納入するも のと する。

第１３条　 会員身分の存続

第 １節―期間。 　 会員身分は、 以下に定めると こ ろ によっ て終結し ない限り 、 本ク ラ ブの存する間存続する

も のと する。

第 2 節―自動的終結。

　 会員が、 会員資格条件に欠けるよう になっ たと き、 会員身分は自動的に終結するも のと する。

⒜ 再入会。瑕疵なき会員の会員身分が終結し た場合、その人物は同じ 職業分類または別の事業、専門職務、職業、

社会奉仕、 その他の職業分類の下に、 再度新たに入会申込をするこ と ができ る。

⒝ 名誉会員の会員身分の終結。名誉会員の会員身分は、延長さ れない限り 、理事会が決定し た期間の終了をも っ

て自動的に終結する。 理事会はいつでも 名誉会員身分を取り 消すこ と ができ る。

第 3 節―終結―会費不払。

⒜ 手続。 期日後30日以内に会費を 納入し ない会員に対し ては、 幹事が、 書面を も っ て催告するも のと する。

催告後１0日以内に会費が納入さ れなければ、理事会はその裁量によっ て会員身分を終結するこ と ができる。

⒝ 復帰。 理事会は、 元会員が要請し 、 ク ラ ブに対するすべての負債を 支払っ た場合、 元会員を会員身分に復

帰さ せるこ と ができる。

第 4 節―終結―欠席。

⒜ 出席率。 会員は、

　 ⑴ メ ーク アッ プを含むク ラ ブ例会と 、衛星ク ラ ブ例会の出席率が少なく と も 50パーセント に達し ているか、

年度の各半期間にク ラ ブのプロジェ ク ト 、 行事、 その他の活動に少なく と も １２時間参加し ているか、 ま

たは、 バラ ンスの取れた割合でその両方を満たし ていなければなら ない。 および

　 ⑵ 年度の各半期間に、 本ク ラ ブまたは衛星ク ラ ブの例会総数のう ち少なく と も30パーセント に出席、 また

はク ラ ブのプロジェ ク ト 、 行事、 その他の活動に参加し なければなら ない（ RI理事会によっ て定義さ れ

たガバナー補佐は、 こ の義務を免除さ れるも のと する）。

　 規定通り 出席できない会員は、 理事会が正当かつ十分な理由があると 認めない限り 、 会員身分を終結さ れる

こ と がある。

－ 100 －



⒝ 連続欠席。 理事会が正当かつ十分な理由があると 認めない限り 、 または第１0条第 ４節も し く は第 5 節に従

う 場合を 除き、 連続 ４回例会に出席せず、 またメ ーク アッ プも し ていない場合、 その欠席がク ラ ブ会員身

分の終結を要請し ていると 考えるこ と ができ る。 理事会が会員に通知し た後、 理事会は、 過半数によっ て、

会員の会員身分を終結するこ と ができ る。

⒞ 例外。 細則は、 第１3条第 ４節に従わない規定を含めるこ と ができ る。

第 5 節―終結―その他の理由。

⒜ 正当な理由。 理事会は、 いずれの会員も 、 ク ラ ブの会員と し ての資格条件に欠けるよう になっ た場合、 も

し く は他に十分と 認めら れる根拠があれば、 特にその目的のために招集さ れた理事会の会合において、 出

席し 投票し た全理事の 3 分の ２以上の賛成投票によっ て、 その会員身分を 終結するこ と ができ る。 本会合

の指針と なる原則は、 第 8 条の第 １節、「 四つのテスト 」、 およびロータ リ アンの高い倫理基準と する。

⒝ 通知。 理事会が本節⒜項の下に決定する前に、 当該会員は、 少なく と も １0日間の予告を 書面によっ て与え

ら れ、 理事会に対し て書面にて回答する機会を与えら れるも のと する。 かかる予告の通達は、 配達証明便

または書留郵便によっ て、 分かっ ている最新の宛先に送付さ れるも のと する。 会員は、 理事会に出頭し て、

自分の立場を釈明する権利を持つ。

第 6 節―会員身分の終結に提訴、 調停または仲裁を求める権利。

⒜ 通知。 幹事は、 理事会決定後 7 日以内に、 その理事会の会員身分を終結または保留さ せる決定を、 書面で

会員に通知するも のと する。 その会員は通告後１４日以内に、 幹事に対する書面を も っ て、 ク ラ ブに提訴す

るか、 または調停も し く は仲裁に訴えるかを通告するこ と ができ る。 調停または仲裁の手続は第１7条に規

定さ れている。

⒝ 提訴。 提訴する場合は、 提訴を 通告する書面を 受理し てから２１日以内に行われるク ラ ブの例会において、

当該聴聞を 行う ために、 理事会はその日取り を 決定するも のと する。 例会およびその例会で行う 特別案件

について、 少なく と も 5 日間の予告が、 書面を も っ て、 全会員宛に与えら れるも のと する。 提訴が聴聞さ

れる場合には、 会員のみが出席するも のと する。 ク ラ ブの決定が最終決定であり 、 当事者すべてに拘束力

のあるも のと なり 、 仲裁を要求するこ と はできない。

第 ７節―理事会による最終決定。 　 も し ク ラ ブに対する提訴も 行われず、 仲裁も 要求さ れなかっ た場合、 理

事会の決定は最終決定と なるも のと する。

第 8 節―退会。　 会員の本ク ラ ブから の退会の申出は会長または幹事宛に書面をも っ て行い、行う も のと する。

理事会がその申出を受理するも のと する。 ただし 、 当該会員が本ク ラ ブに負債がある場合を除く 。

第 9 節―資産関与権の喪失。 　 いかなる理由にせよ、 本ク ラ ブの会員身分を 終結さ れた者は、 本ク ラ ブに入

会し た時点で地元の法律の下でその会員が何ら かの権利を得ていた場合、 本ク ラ ブのいかなる資金またはそ

の他の財産に対し ても 、 あら ゆる関与権を喪失するも のと する。

第１0節―一時保留。 　 本定款のいかなる規定にも かかわら ず、 理事会の見解において、

⒜ 会員が、 本定款に従う こ と を 拒否または怠っ た、 あるいは会員と し てふさ わし く ない振舞い、 またはク ラ

ブに害をも たら すよう な振舞いをし たと いう 信憑性のある告発がある場合、 および、

⒝ こ れら の告発が立証さ れた場合、 当該会員の会員身分を終結するのに正当な理由と なる場合、 および、

⒞ 当該会員の会員身分に関し ていかなる措置も 取るべき ではなく 、 その結果を 待つ間、 または理事会が適切

と 考える措置が最初に取ら れるべきである場合、 および、

⒟ 当該会員の会員身分に対する票決を 取るこ と なく 、 当該会員の会員身分を 一時保留と し、 当該会員が例会

やそのほかのク ラ ブの活動への出席や、 いかなる役職や任務から も 除外するこ と がク ラ ブの最善の利益と

なる場合、

理事会は、 その 3 分の ２以上の賛成票によっ て、 理事会の決定する妥当な期間（ ただし 最大90日間） と 理事会
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が定めたその他の条件に従い、 会員の会員身分を一時保留と するこ と ができ る。 一時保留と さ れた会員は、 本

条第 6 節に定めら れる通り 、 一時保留について提訴する、 または調停や仲裁を求めるこ と ができる。 一時保留

期間中、 当該会員は出席要件を免除さ れるも のと する。 理事会は、 一時保留期間が終了する前に、 一時保留と

なっ ているロータ リ アンの会員身分を終結する手続き を取るか、通常の会員身分に復帰さ せなければなら ない。

第１４条　 地域社会、 国家、 および国際問題

第 １節―適切な主題。 　 地域社会、 国家および世界の福祉にかかわる公共問題は、 ク ラ ブ会合における公正

かつ理解を深める討議の対象と し て適切な主題である。 し かし ながら 、 ク ラ ブは、 いかなる係争中の公共問

題についても 意見を表明し ないも のと する。

第 2 節―支持の禁止。 　 本ク ラ ブは、 公職に対するいかなる候補者も 支持または推薦し ないも のと する。 ま

たいかなるク ラ ブ会合においても 、 かかる候補者の長所または短所を討議し ないも のと する。

第 3 節―政治的主題の禁止。

⒜ 決議および見解。 本ク ラ ブは、 政治的性質をも っ た世界問題または国際政策に関し て、 決議ないし 見解を

採択し たり 配布し たり し ないも のと する。 またこ れに関し て行動を起こ さ ないも のと する。

⒝ 嘆願。 本ク ラ ブは、 政治的性質を も っ た特定の国際問題の解決のために、 ク ラ ブ、 国民、 政府に対し て嘆

願し ないも のと する。 また書状、 演説、 提案を配布し ないも のと する。

第 4 節―ロータ リ ーの発祥を 記念し て。 　 ロータ リ ーの創立記念日、 ２月２3日の週は、 世界理解と 平和週間

である。 こ の １週間、 本ク ラ ブはロータ リ ーの奉仕を祝い、 こ れまでの業績を振り 返り 、 地域社会と 世界中

で平和、 理解、 親善のためのプログラ ムに重点を置く 。

第１5条　 ロータ リ ーの雑誌

第 １節―購読義務。 　 本ク ラ ブがRI理事会によっ て免除さ れていない限り 、 各会員は、 機関雑誌を 購読する

も のと する。 同じ 住所に住む二名のロータ リ アンは、 機関雑誌を合同で購読するこ と ができる。 購読は本ク

ラ ブの会員と なっ ている限り 継続し 、 購読料は理事会が決定し た人頭分担金の支払日に支払われるも のと す

る。

第 2 節―購読料。 　 購読料は、 ク ラ ブが各会員から 事前に徴収し 、 RIまたはRI理事会が決定し た通り 、 購読

する地域雑誌の事務所に送金するも のと する。

第１６条　 ロータ リ ーの目的の受諾と 定款・ 細則の順守

会員は、 会費を支払う こ と によっ て、 ロータ リ ーの目的の中に示さ れたロータ リ ーの原則を受諾し 、 ク ラ ブ定

款・ 細則を順守し 、 こ れに拘束さ れるこ と を受諾する。 こ れら の条件の下においてのみ、 会員は、 本ク ラ ブの

特典を受けるこ と ができる。 各会員は、 ク ラ ブ定款・ 細則の文書を受け取っ たかどう かにかかわら ず、 定款・

細則の条項に従う も のと する。

第１７条　 仲裁および調停

第 １節―意見の相反。 　 現会員または元会員と 本ク ラ ブ、 ク ラ ブ役員、 または理事会と の間の意見の食い違

いは、 理事会の決定を除き、 論争当事者のいずれかが幹事に要請し 、 調停または仲裁によっ て解決を図るも

のと する。

第 2 節―調停または仲裁の期限。 　 要請を 受理し てから ２１日以内に、 理事会は論争当事者と 協議し て、 調停

または仲裁の日取り を決定するも のと する。

第 3 節―調停。 　 調停の手続き は、
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⒜ 国も し く は州に対し 管轄権を有する関係当局によっ て認めら れたも の、 または

⒝ 代替の争議の解決方法を含む専門知識に定評のある優れた専門職団体によっ て推薦さ れたも の、 または

⒞ RI理事会も し く はT RF管理委員会が定めた指針文書において勧めら れるも のと する。

ロータ リ アンのみが調停人と なるこ と ができる。 ク ラ ブは、 適切な調停技能と 経験を有する調停人を任命する

よう ガバナーも し く はガバナーの代理人に依頼するこ と ができる。

⒜ 調停の結果。 調停後に論争当事者が合意に達し た結果も し く は決定は、 記録さ れるも のと し 、 各当事者、

調停人、 および理事会に記録を １部ずつ提出するも のと する。 ク ラ ブへの情報提供のために、 当事者が承

諾でき る要約文を 作成するも のと する。 論争当事者の一者が調停内容を十分に履行し なかっ た場合、 いず

れの論争当事者も 会長または幹事を通じ て、 さ ら に調停を要請するこ と ができる。

⒝ 調停の失敗。 調停を 要求し たが、 調停が失敗し た場合、 論争当事者は本条の第 １節に定める仲裁に訴える

こ と ができ る。

第 4 節―仲裁。　 仲裁が要求さ れた場合、両論争当事者はそれぞれ １名のロータ リ アンを仲裁人と し て指定し 、

両仲裁人は １名のロータ リ アンを裁定人と し て指定するも のと する。

第 5 節―仲裁人または裁定人の決定。　 仲裁人によっ て下さ れた決定も し く は両仲裁人が合意に達し 得なかっ

た場合、 裁定人による決定が最終であっ て、 当事者すべてに拘束力のあるも のと なり 、 提訴するこ と はでき

ない。

第１８条　 細則

本ク ラ ブは、 RI定款・ 細則、 RIによっ て管理上の地域単位が認めら れている場合には、 その手続規則、 およ

び本定款と 合致する細則を採用するも のと し 、 細則は、 本ク ラ ブの管理のために、 さ ら に追加規定を設けるも

のと する。 細則は、 その規定に従い、 改正するこ と ができる。

第１9条　 改正

第 １節―改正の方法。 　 本条第 ２節に規定さ れている場合を 除き、 本定款は、 規定審議会における投票者の

過半数の賛成票によっ てのみ改正できる。

第 2 節―第 2 条と 第 4 条の改正。 　 第 ２条（ 名称） および第 ４条（ ク ラ ブの所在地域） は、 定足数を 満たし

た数の会員が出席し たク ラ ブの例会においていつでも 、 全投票会員の最低 3 分の ２の賛成投票によっ て、 改

正するこ と ができる。 改正案の通告は、 その例会の少なく と も ２１日前に、 各会員およびガバナーに郵送さ れ

るも のと する。 改正は、 RI理事会に提出する も のと し 、 承認さ れた時に初めてその改正は効力を 発する。

ガバナーは、 提出さ れた改正案に関し てRI理事会に意見を提供するこ と ができる。
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広島東南ロータ リ ーク ラ ブ細則
第 １条　 理事および役員の選挙

　 第 １節　 理事役員の選挙

　 　 年次総会の １ヶ 月前までに、その議長たるク ラ ブ会長は当ク ラ ブの指名委員会に対し て、会長（ 次次年度）、

１名ないし ２名の副会長、 幹事、 会計、 Ｓ Ａ Ａ 、 及び 3 名ないし ４名（ 副会長と 理事の合計は 5 名と する）

の理事、 を指名するこ と を求めなければなら ない。 指名さ れた役職者は年次総会において採決さ れ、 出席

者の過半数の賛成を得て選出さ れる。 選出さ れた会長候補は、 会長ノ ミ ニーと なるも のと する。

　 　 会長ノ ミ ニーは、 こ の選挙の後の次の 7 月 １日に会長エレク ト に就任するも のと し 、 理事会のメ ンバーを

務めた後、 その年度の直後の 7 月 １日に会長に就任する。

　 第 2 節　 指名委員会

　 　 前節に定めた指名委員会は、 当ク ラ ブの直前会長及び元会長をも っ て構成し 、 委員の互選によっ て委員長

を定め、 役職者の指名は委員会の定める方法により 公正に行われなければなら ない。

　 　 委員長決定までの委員会の世話人は直前会長がつと める。

　 第 3 節　 理事会の構成

　 　 選挙さ れた役職者に直前会長を加えて理事会を構成し 、 本ク ラ ブ定款第１3条第 １節及び第 ２節に定めら れ

た本ク ラ ブの管理主体と し ての権限を持つ。

　 第 4 節　 理事役員の欠員補填

　 　 理事またはその他の役職に生じ た欠員は、 残り の理事の決定によっ て補填すべきも のと する。

　 第 5 節　 理事役員エレク ト の欠員補填

　 　 役員エレク ト または理事エレク ト の地位に生じ た欠員は、 残り の被選理事の決定によっ て補填すべきも の

と する。

第 2 条　 理事役員会

　 理事会において選任し た ２名の副幹事の出席を認めこ れを理事役員会と 称す。

　 注記： 選挙さ れた役員で理事会構成員･･･会長、 会長エレク ト （ ノ ミ ニー）、 副会長、 幹事及び直前会長、 選

挙さ れた理事（ 委員会委員長を務める）、 会計、 Ｓ Ａ Ａ ＜以上の１１名で理事会を構成＞理事会で選任さ れた

２名の副幹事＜以上の１3名で理事役員会を構成＞

第 ３条　 役員の任務

　 第 １節　 会長

　 　 本ク ラ ブの会合および理事会の会合において議長を務め、 その他通常その職に付随する任務を行う こ と を

も っ て会長の任務と する。

　 第 2 節　 会長エレク ト （ ノ ミ ニー）

　 　 会長エレク ト （ ノ ミ ニー） は理事会のメ ンバーと し ての任務およびその他会長または理事会によっ て定め

ら れる任務を行う も のと する。

　 第 3 節　 副会長

　 　 会長不在の場合は、 会長の任務を代行する。 その他通常その職に付随する任務を行う 。 また副会長は原則

と し て会員増強委員会及びク ラ ブ管理運営委員会の委員長を務める。

　 第 4 節　 幹事

　 　 幹事は本ク ラ ブの執行部門の代表と し て実務上の権限と 責任を持ち、 ク ラ ブの組織、 予算の管理、 入退会

を含む会員の管理、 各種日程の管理、 各種の報告、 事務局の管理など実務事項のすべてについて調整処理

に当たるも のと し 、 会計、 Ｓ Ａ Ａ 、 副幹事の助力を受けて具体的には以下の任務を行う 。
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　 　 ● 例会の内容と 進行の管理。

　 　 ● 会員記録の整理保管。（ 事）

　 　 ● あら ゆる会合の設営、 召集通知の発送（ 事）、 出席記録（ 事）、 議事録の作成と 保管。

　 　 ● RIに対する会員半期報告（ １月 １日、 7 月 １日）、 四半期報告（ １0月 １日、 ４月 １日）、

　 　 　 出席報告（ 毎月最終例会直後） を含むあら ゆる報告と 連絡。（ 事）

　 　 ● RIに対する負担金および雑誌購読料などの送付。（ 事）

　 　 ● ガバナーに対するク ラ ブ例会の月次出席報告を含む各種の報告。（ 事）

　 　 ● ガバナーに対する地区で定めら れた負担金などの送付。（ 事）

　 　 ● 会員証、 メ ーク アッ プ・ カ ード など証明の発行。

　 　 ● 会長、 各役員、 理事会、 部門、 委員会、 委員と の連絡調整。

　 　 ● 理事会の意向を受けて会計と 共に予算書お よび決算書の作成と 資金の管理。

　 　 注記：（ 事） と ある業務は事務局が行う がその管理は幹事が行う 。

　 第 5 節　 直前会長

　 　 直前会長は、 理事会の構成員と し て、 前年度から のク ラ ブの継続性についての調整の役目を持っ て理事会

の運営に協力する。 またク ラ ブの会長に事故ある場合、 補填が確定する間ク ラ ブ会長の任務を行う 。

　 第 6 節　 会計

　 　 会計の任務は、 すべての資金を管理保管し 、 毎年 １回およびその他理事会の要求あるごと にその説明を行

い、 その他通常その職に付随する任務を行う 。 その職を去るに当たっ てはその保侍するすべての資金、 計

算帳簿、 その他あら ゆるク ラ ブ財産を、 その後任者に引き継がなければなら ない。

　 第 ７節　 Ｓ .Ａ .Ａ .  （ 会場監督）

　 　 Ｓ .Ａ .Ａ .は例会場の管理について最高の権限を持ち、 理事会の定めにより 概ね以下の任務を行う 。

　 　 ● 例会の進行に協力し 、 卓話の時間励行を確保する。

　 　 ● 例会場への入場や退場の許可。 例会場の開門、 閉門。

　 　 ● 早退、 遅刻の承認や拒否。

　 　 ● 私語や立ち歩きなど、 例会場の秩序を乱す行為に対する警告と 退場命令。

　 　 ● 例会場の設営、 テーブルの配置、 座席の指定（ 親睦活動委員会と 共に） など。

　 　 ● 食事の献立、 業者の選定等食事の手配。

　 　 ● ニコ ニコ 箱の管理と その募金状況の報告。

　 　 以上の任務を行う ため、 若干名（ リ ーダー・ 副リ ーダー含む） のＳ .Ａ .Ａ .支援担当者を置く 。

　 第 8 節　 副幹事

　 　 副幹事は、 幹事の職務に関わる事項を全般的に補佐すると と も に、 特に次の任務を行う 。

　 　 ● 例会の記録および資料の作成。

　 　 ● 理事役員会における資料および議事録の作成。

　 　 ● 例会の司会進行。

第 ４条　 会合

　 第 １節　 年次総会

　 　 本ク ラ ブの年次総会は毎年１２月第 ２例会に開催さ れるも のと する。 そし てこ の年次総会において次年度の

役員および理事の選挙を行わなければなら ない。

　 第 2 節　 例会

　 　 本ク ラ ブの毎週の例会は月曜日１２： 30～１3： 30 に開催するも のと する。

　 　 例会に関するあら ゆる変更または例会の取消はすべてク ラ ブの会員全員に然るべく 通告さ れなければなら
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ない。

　 　 ク ラ ブ定款第１0条第 １節⒟の⑴から ⑺の方法で欠席をメ ーク アッ プする場合、 例会の前後１４日間（ 例会の

定例の時の前１４日または後１４日以内に） で行わなければなら ない。

　 第 3 節　 定足数

　 　 会員総数の 3 分の １をも っ て本ク ラ ブの年次総会および例会の定足数と する。

　 第 4 節　 理事役員会の開催

　 　 定例理事役員会は毎月第 １例会終了後に開催さ れるも のと する。 臨時理事役員会は会長がその必要あり と

認めたと き 、 または理事 ２名の要求あると き 、 会長によっ て招集さ れるも のと する。

　 　 但し その場合然るべき 予告が行われなければなら ない。

　 　 理事役員会の議事録はその会合後30日以内に全会員に公表する。

　 第 5 節　 理事会の定足数

　 　 理事会のメ ンバーの過半数をも っ て理事会の定足数と する。

第 5 条　 会費及び例会費

　 第 １節　 会費

　 　  会費は、 年額90,000円と し 、 こ れに国際ロータ リ ーと 地区の人頭負担金及び雑誌購読料を足し たも のを毎

年 ２回 7 月 １日および １月 １日に納入すべき も のと する。

　 　 ただし 半期に満たない新入会者は、 その半期分について月割と する。

　 　 新入会に当たっ ては、 ク ラ ブ参加負担金と し て50,000円を入会承認に先んじ 納入すべき も のと する。

　 　 但し 、 元何れかのロータ リ ーク ラ ブ会員、 及び退会 １年に満たない元当ク ラ ブ会員の同一組織・ 企業から

の入会者についてはク ラ ブ参加負担金を半額と する。

　 第 2 節　 例会費

　 　 例会費は、 月額１9,000円と し 、 支払いについては前月最終例会終了後に請求し 、 当月末日を期限と する。

　 　 ただし 7 月については、 総会後に請求するも のと する。

第 ６条　 採決の方法

　 本ク ラ ブの議事は、 口頭による採決をも っ て処理さ れるも のと する。

第 ７条　 活動目標の策定と 継続

　 本ク ラ ブ理事会は、 年度発足に当たり 、 本ク ラ ブの経常的目標を継承確認すると と も に、 その目標達成と そ

の年度の独自の目標達成のため年次活動計画を策定する。 会長エレク ト 、 会長および直前会長は、 年度の開

始に当たっ て活動の継続と 引き継ぎについて調整し 、 年次活動計画および委員会の構成に反映するよう 努め

る。

第 ８条　 ク ラ ブ委員会

　 ク ラ ブ委員会は、 本ク ラ ブの年次活動計画を推進する責任を持つも のであり 、 会長エレク ト 、 会長および直

前会長は目標の継続と 計画の引き継ぎのためにこ れに協力する。

　 第 １節　 ク ラ ブ委員会

　 　 ａ ） 本ク ラ ブに次の 5 つの常任委員会を設ける。

　 　 ● 会員増強委員会

　 　 ● ク ラ ブ管理運営委員会

　 　 ● 広報・ 記録委員会
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　 　 ● 奉仕プロジェ ク ト 委員会

　 　 ● 財団関連活動委員会

　 　 ｂ ） 会長は、 理事会の承認の下に、 前記の各委員会の他に、 特に必要な特定分野を担当する特別委員会を

設置するこ と ができる。

　 　 ｃ ） 常任委員会の委員長は、 それぞれ会長が理事の中から 任命する。 特別委員会の委員長は理事会によっ

て任命さ れる。

　 　 ｄ ） 委員会は、 委員長のほか、 委員会内の特定分野を担当する担当リ ーダー、 担当サブリ ーダー、 および

担当チーム委員によっ て構成し 、 こ れら は理事会によっ て任命さ れる。

　 　 ｅ ） 委員会の委員長は委員会活動全般に対し て責任をも ち、委員会内の各担当分野の連携と 調整をはかり 、

担当リ ーダーの仕事を管理調整する任務をも ち、 委員会への理事会から の付託の反映と 、 こ の委員会

から 理事会への提案と 報告の責任を持つ。

　 　 ｆ ） 委員長は、 委員会に付託さ れた仕事の遂行のため必要な場合は、 担当リ ーダーと 協議の上、 その仕事

に限っ て担当チームを超えて委員会委員の協力を要請するこ と ができる。

　 　 ｇ ） 委員会および特定分野を担当するために委員会内に設置する担当チームは、 本細則によっ て付託さ れ

た職務およびさ ら にこ れに加えて会長または理事会が付託する事項を処理すべきも のと する。

　 　 　 　 理事会によっ て特別の権限を与えら れた場合を除き 、 こ れら の委員会なら びに担当チームは理事会に

報告し てその承認を得るまでは行動し てはなら ない。

　 第 2 節　 常任委員会の担当分野

　 　 ａ ） 会員増強委員会

　 　 　 会員増強委員会は、 会員の入会促進と 選考・ 職業分類、 会員のロータ リ アンと し ての資質強化、 退会の

防止等、 ク ラ ブの最も 重要な要素であるク ラ ブ会員に関する事項を担当する委員会である。

　 　 　 こ の委員会に以下の担当分野を置く 。

　 　 ◎職業分類・ 会員増強担当

　 　 　 地域社会の職業分類を検討し 、 職業分類の原則に配慮し て、 充填未充填職業分類表を作成する。

　 　 　 また必要な場合は本ク ラ ブの現会員のも っ ている職業分類を再検討し 、 あら ゆる職業分類の問題につい

て理事会と 協議する。 絶えず本ク ラ ブの充填未充填職業分類表を検討し 、 未充填の職業分類を充填する

ために会員の協力を得て、 その人格、 職業上および社会的地位並びに一般的な適格性などにおいて適当

な人物の氏名を理事会に推薦する。

　 　 ◎ロータ リ ー情報担当

　 　 　 会員候補者にロータ リ ーク ラ ブ会員の特典と 責務に関する情報を提供すると と も に、 会員にあら ゆるレ

ベルのロータ リ ーの歴史、 目的、 活動に関する情報を提供する。

　 　 ｂ ） ク ラ ブ管理運営委員会

　 　 　 ク ラ ブ管理運営委員会は、 ク ラ ブの効率的な運営のため、 会合への出席に関するこ と 、 あら ゆる会合の

プログラ ムに関するこ と 、 会場の設営や会場の監督に関するこ と 、 会員および家族などの親睦に関する

こ と などを担当する。

　 　 　 こ の委員会に以下の担当分野を置く 。

　 　 ◎出席担当

　 　 　 すべてのク ラ ブ会員があら ゆるロータ リ ーの会合に出席するこ と ―こ れには、地区大会、イ ンタ ーシティ

ミ ーティ ング、 地域大会および国際大会への出席も 含まれる―を奨励する方法を考案するも のと する。

特に本ク ラ ブの例会への出席と 、本ク ラ ブの例会に出席できない場合の他ク ラ ブ例会への出席を奨励し 、

全会員に出席規定を周知せし め、 出席を良く するためのより よき奨励策を講じ 、 そし て出席不良の原因

と なる諸事情を確かめてこ れを除去するこ と に努める。
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　 　 ◎プログラ ム担当

　 　 　 本ク ラ ブの例会および理事会が要請するク ラ ブの会合のためのプログラ ムを準備し 、必要な手配をする。

　 　 ◎親睦担当

　 　 　 会員間および家族間の知り 合いと 友誼を増進するために、 用意さ れたロータ リ ーのレク リ エーショ ンお

よび社交的諸活動を企画実行し 、 それへの参加を会員に奨励する。

　 　 ｃ ） 広報記録委員会

　 　 　 広報記録委員会は、 広く 一般世間に、 ロータ リ ーについての情報を提供し 適切な宣伝を行う こ と 、 会員

にロータ リ ー全般およびク ラ ブの諸活動を周知し 関心を高めるこ と 、 ク ラ ブのあら ゆる活動を資料と し

て保存し 必要に応じ て公開するこ と などを担当する。 委員会の各担当分野は協力連携し て、 ク ラ ブの理

事会、 各委員会、 各担当分野、 同好会から の活動情報を収集し 、 会報の充実、 資料保存、 雑誌への投稿、

ウエブサイ ト の編成などをおこ なう 。

　 　 　 こ の委員会に以下の担当分野を置く 。

　 　 ◎ク ラ ブ会報・ 資料保存担当

　 　 　 ク ラ ブ週報の刊行によっ て、 ク ラ ブの諸活動を周知し 関心を高め、 近づく 例会のプログラ ムを発表し 、

前回の例会の重要事項を報告し 、ク ラ ブ、会員、および世界各地のロータ リ ー・ プログラ ムに関するニュ ー

スを伝え、 こ のこ と によっ て、 親睦を増進し 、 全会員のロータ リ ー教育に寄与し 、 ク ラ ブの活性化を図

る。 また、 ク ラ ブのあら ゆる活動についての資料を保存し 必要に応じ て公開する。

　 　 ◎雑誌担当

　 　 　 会員の「 ロータ リ ーの友」 その他の広報誌に対する関心を喚起し 、 雑誌月間を主催し 、 ク ラ ブの例会プ

ログラ ムにおいて毎月雑誌の簡単な紹介を手配し 、 新会員の教化に雑誌を利用するこ と を奨励し 、 ロー

タ リ アンでない人たちに雑誌を贈呈し 、 図書館、 病院、 学校、 その他の図書閲覧室のために特別購読を

取り 計ら い、 ニュ ース資料と 写真を雑誌編集者に送り 、 その他あら ゆる方法によっ て雑誌を本ク ラ ブ会

員およびロータ リ アン以外の人々に役立てる。

　 　 ◎広報担当

　 　 　 広く 一般世間に、 ロータ リ ー、 その歴史、 目的および規模、 活動内容に関する情報を提供し 、 本ク ラ ブ

およびロータ リ ー全般のために適切な宣伝を行う 方策を考案し こ れを実施する。

　 　 ｄ ） 奉仕プロジェ ク ト 委員会

　 　 　 奉仕プロジェ ク ト 委員会は、 地元地域社会から 他国の地域社会に至る多様なニーズに応えて、 職業的責

務の遂行のため、 および人道的・ 教育的・ 環境的な奉仕のためのプログラ ムの企画と 実施を担当する。

　 　 　 こ の委員会に以下の担当分野を置く 。

　 　 ◎職業奉仕・ 経営研究担当

　 　 　 会員の職業責務遂行の水準を引き上げるう えに役立つ方策を考案し こ れを実施する。 職業奉仕の理念に

も と づく 健全な経営について、 充分な時間をと り より 深く 具体的にその事例を研究する本ク ラ ブ独自の

職業奉仕研究会である経営研究会を充実継続する。

　 　 ◎社会奉仕担当

　 　 　 地域社会のニーズを検討し 、 援助を必要と する人々を支援するこ と 、 地域の現状を改善するこ と 、 地域

の環境を改善するこ と など、 会員の社会奉仕の遂行についてのプログラ ムを企画実行する。

　 　 ◎青少年奉仕担当

　 　 　 青少年に関する地域内のロータ リ ー提唱の団体と の関係を強化し 、 その奉仕活動に協力するこ と を目的

と する。

　 　 ◎国際奉仕・ 姉妹ク ラ ブ担当

　 　 　 会員が国際奉仕活動に対する諸責務を遂行するう えに役立つ指導と 援助を与える方策を考案し こ れを実
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施するこ と 、 また本ク ラ ブと 姉妹提携し ている海外のク ラ ブと の親睦及び共同奉仕に関する方策を考案

し こ れを実施する。

　 　 ｅ ） 財団関連活動委員会

　 　 　 財団関連活動委員会はロータ リ ー財団や米山記念奨学会への資金的支援と 関連する諸活動への支援と 参

加を担当する。 こ の委員会に以下の担当分野を置く 。

　 　 ◎ロータ リ ー財団担当

　 　 　 ロータ リ ー財団の使命は、 地域レベル、 全国レベル、 国際レベルの人道的、 教育的、 文化交流プログラ

ムを通じ て、 ロータ リ ーの目的と ロータ リ ーの使命を遂行し 、 かつ世界理解と 平和を達成し よう と する

国際ロータ リ ーの努力を支援するこ と である。 こ の使命を達成するために、 年次寄付・ 恒久基金等の寄

付を会員に働き かけると と も に、 各種財団プログラ ムへの参加と 協力を担当する。

　 　 ◎米山記念奨学会担当

　 　 　 日本全国のロータ リ アンの寄付金を財源と し て、 日本の大学・ 大学院で学ぶ外国人留学生に対し て奨学

金を支給する米山記念奨学会事業を推進・ 支援する役割を担い、 留学生の本国と 日本と の交流を中心と

する国際交流・ 国際理解と いう 目的を積極的に推進し 、 奨学金の原資と なる会員及び会員外の寄付金を

勧奨する。 又各国留学生の世話ク ラ ブと し て、 個々の奨学生の、 経済的のみなら ず生活面・ 精神面の支

援をする事によっ て奨学生と の交流親善の向上をはかる。

第 ９条　 ク ラ ブ戦略委員会

　 ク ラ ブ戦略委員会はク ラ ブの長期的な戦略立案、 国際ロータ リ ー規定審議会の対応、 ク ラ ブ定款・ 細則の変

更に係る検討、 事務局職員の就業規則並びに給与規定など、 年度を跨ぐ 事案及び当該年度の理事会が諮問し

た事案の検討を行い、 理事会へ答申する。 当該年度理事会の諮問委員会と し 、 理事役員には含めない。

　 委員会は、 当該年度以前 6 年間の会長及び幹事の１２名で構成し 、 委員長は最も 経験の長い会長が務め、 その

年度の幹事が副委員長を務める。

　 また、 当該年度の会長及び幹事は迅速な意思疎通ができるよう オブザーバーと し て参加する。

　 ２008年 7 月に制定し た、 ク ラ ブ通年経常の目標は維持する。

第１0条　 出席規定の免除

　 出席規定の免除は会員身分の喪失を防ぐ ためのも のであり 、 本ク ラ ブに対し てその会員を出席同様にみなす

ためのも のではない。

第１１条　 財務

　 第 １節　 銀行の指定

　 　 会計は本ク ラ ブの資金をすべて理事会によっ て指定さ れる銀行に預金し なければなら ない。

　 第 2 節　 支払い

　 　 すべての勘定書は会計および幹事の署名する伝票に基づき、 支払われるも のと する。

　 第 3 節　 資金の保証

　 　 資金を預かり あるいはこ れを取り 扱う 役員は、本ク ラ ブの資金の安全保管のために理事会が要求し た場合、

保証を提供し なければなら ない。 保証の費用は本ク ラ ブが負担するも のと する。

　 第 4 節　 会計年度と 分担金支払い基準会員数

　 　 本ク ラ ブの会計年度は 7 月 １日より 6 月30日に到る期間と し 、 会費徴収の目的のために、 こ れを 7 月 １日

より １２月3１日に至る期間およ び １月 １日よ り 6 月30日に至る 期間の二半期に分けるも のと する。 RIに対

する人頭分担金と 雑誌購読料の支払は、 毎年 7 月 １日および １月 １日に、 それぞれ当日の本ク ラ ブ会員数
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に基づいて行われるも のと する。

　 　（ 注： 半期の途中に入会し た会員の雑誌講読料はRI事務局から の仕切り 状に基づいて支払われるも のと する）

　 第 5 節　 予算書の作成

　 　 各会計年度の初めに理事会はその年度の収支の予算を作成し 、 または作成せし めなければなら ない。

　 　 その予算は、 理事会によっ て承認さ れた後、 費目ごと に支出の限度と なるも のと する。

　 　 但し 、 理事会の議決によっ て別段の指示がなさ れた場合はこ の限り ではない。

　 第 6 節　 監査

　 　 本ク ラ ブの会計事務について、 毎年 １回全面的な監査を行う 事を目的に本ク ラ ブに元会長の中から 総会で

選出さ れた ２名の監査を置く 。

第１2条　 会員の推薦・ 選考・ 入会の手続き

　 第 １節会員候補者の推薦

　 　 本ク ラ ブの正会員によっ て推薦さ れた会員候補者の氏名は、 書面をも っ て、 本ク ラ ブ幹事を通じ 、 理事会

に提出さ れるも のと する。 移籍する会員または他ク ラ ブに属し ていた元ク ラ ブ会員は、 元ク ラ ブによっ て

正会員に推薦さ れても よい。 こ の推薦は、本条に別な定めのある場合を除き、事前に漏ら し てはなら ない。

　 第 2 節　 会員資格の確認

　 　 理事会は、 その被推薦者がク ラ ブ定款の職業分類と 会員資格の条件をすべて満たし ているこ と を確認する

も のと する。

　 第 3 節　 推薦者への通知

　 　 理事会は、 推薦状の提出後30日以内にその承認または不承認を決定し 、 ク ラ ブ幹事を通じ て、 推薦者に通

知し なければなら ない。

　 第 4 節　 説明と 申し 込み用紙の提出と ク ラ ブへの発表

　 　 理事会の決定が肯定的であっ た場合は、 被推薦者に対し 、 ロータ リ ーの目的および会員の特典と 義務につ

いて説明し なければなら ない。 こ の説明の後、 被推薦者に対し 、 会員申込用紙に署名を求め、 また、 本人

の氏名および本人に予定さ れている職業分類をクラブに発表すること について承諾を求めなければならない。

　 第 5 節　 入会の決定

　 　 被推薦者についての発表後 7 日以内に、 理事会がク ラ ブ正会員の誰から も 、 推薦に対し 、 理由を付記し た

書面による異議の申し 立てを受理し なかっ た場合は、 その人は、 名誉会員でないなら 、 本細則に定めるク

ラ ブ参加負担金を納めるこ と により 、 会員に選ばれたも のと みなさ れる。 理事会に対し 異議の申し 立てが

あっ た場合、 理事会は、 次の理事会会合において、 こ の件について票決を行う も のと する。

　 　 異議の申し 立てがあっ たにも かかわら ず、 入会が承認さ れた場合は、 被推薦者は、 名誉会員でないなら 、

所定のク ラ ブ参加負担金を納めるこ と により 、 ク ラ ブ会員に選ばれたも のと みなさ れる。

　 第 6 節　 新入会員の入会

　 　 こ のよう な選挙後に、 ク ラ ブ会長は当該会員の入会式を行い、 当該新会員がク ラ ブに溶け込めるよう 援助

するこ と を担当する会員を １名指名するも のと する。 ク ラ ブ幹事は当該会員に対し て会員証を発行し 、 新

会員をRIに報告し なければなら ない。 ロータ リ ー情報担当は、 入会式で新会員に贈呈する適切な資料を

提供する。

第１３条　 決議

　 事のいかんを問わず本ク ラ ブを拘束する決議または提案は、 理事会によっ て審議さ れた後でなければ本ク ラ

ブによっ て審議さ れてはなら ない。 も し かかる決議または提案がク ラ ブの会合で提起さ れたなら ば、 討議に

付するこ と なく 理事会に付託し なければなら ない。
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第１４条　 議事の順序

　 本ク ラ ブ例会における議事の順序は原則と し て以下による。

　 　 ● 開会宣言

　 　 ● 来訪ゲスト の紹介

　 　 ● 来訪ロータ リ アンの紹介

　 　 ● 来信および告示事項

　 　 ● 各委員会報告

　 　 ● 審議議事

　 　 ● 卓話その他のプログラ ム

　 　 ● 閉会

第１5条　 慶弔および記念品の贈呈

　 本ク ラ ブの慶弔及び記念品の贈呈についての規定を次のよう に定める。

  １） 会員の誕生祝いを毎月第 １例会にて行い記念品を贈る。

  ２） 配偶者の誕生日には記念品を贈る。 配偶者故人の場合はお盆に供花する。

  3 ） 連続出席１00％の会員には、 １年（ 初回のみ）、 5 年以上は 5 年毎に記念品を贈る。

  ４） 会長、 副会長、 幹事、 副幹事の退任の際、 記念品を贈り 慰労する。

  5 ） 会員の退会の際には記念品を贈る。

  6 ） 会員が １ヶ 月以上病床についた場合は見舞金と し て30,000円を贈る。

  7 ） 会員死去の場合は香典（ 5,000円×会員数）、 生花一対並びに弔電を敬供する。

  8 ） 原則と し て退会 6 ヶ 月以内の会員は会員の死去に準ずるも のと する。

  9 ） 会員の配偶者、 一親等の死去の場合は香典（ 3,000円×会員数）、 生花一対なら びに弔電を敬供する。

第１６条　 改正

　 本細則は、 少なく と も 6 日前に改正を審議する旨予告し た上で、 定足数の出席する任意の例会において、 出

席会員の 3 分の ２の賛成投票によっ て改正するこ と ができ る 。 細則の変更はク ラ ブ定款およびRIの定款、

細則と 矛盾し てはなら ないも のと する。

（ ２00２年 7 月 8 日制定）

（ ２003年 7 月１４日改訂）

（ ２006年１２月１１日改訂）

（ ２0１0年１２月１3日改訂）

（ ２0１3年１２月 9 日改訂）

（ ２0１6年１２月１２日改訂）

（ ２0１7年 6 月１２日細則一部改訂）

（ ２0２0年 ４月 6 日改訂）

－ 111 －


